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28 年 9 月 21 日
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～

無

【DO（実施）】
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子どもと本をつなぐ読書推進事業

部局名

   子どもたちに本の楽しさやおもしろさを伝えるために、図書館職員や図書ボランティアによる出張おはなし会を
開催する。また、おはなし会等の機会を増やしていくために、図書ボランティアを育成する講座を開催し、おはな
し会で活用するための大型絵本等の備品を整備する。さらに、読書の大切さを広く一般に啓蒙するため読書推進
講演会を開催する。
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   子どもが本の楽しさやおもしろさを知ることで、読書習慣を身につけることを目指す。また、講座・講演会を開催
し、読書の大切さを大人に理解してもらい、子どもの読書活動の推進に参加してもらえるように努める。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

　本事業は、当初の予定どおり平成28年度をもって終了する。
　ただし、提案内容については、予算の範囲内で実施すること。
　また、子どもたちに本の楽しさ等を伝えることは大切なので、今後新たな
事業を検討すること。

高い やや高い

対象

【コスト】

【負担割合】

  経費は最小限にとどめているが、事業の実施により効率的な執行に努める。

見直しの余地なし

削減の余地なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

 昨年度は9月・10月に図書ボランティア養成講座とスキルアップ研修会を、２月に読書推進講演会を開
催した。今年度は10月にビブリオバトル、１１月に読書推進講演会、来年２月に図書ボランティア研修会
を開催予定。出張おはなし会の依頼については順調に増加している。大型絵本等の備品も計画通り整
備が進んでいる。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

大型絵本等の備品整備は今年度までで整備できるが、読書推進講演会や出張おはなし会、読み聞か
せイベントは継続していきたい。また、ボランティア養成講座は司書を講師として、できるだけ経費をかけ
ずに取り組みたい。そのため、事業期間を平成２８年度までとしていたが、平成３０年度までに延長した
い。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

  子どもたちの読書活動の推進が図られる。

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

削減の余地あり 該当なし

終了
１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

その他の見直し

終期設定

今後の方向性

子どもたちに本の楽しさ・おもしろさを伝える機会が増えることで、読書習慣が身につき、読書をする子どもが増える。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

 子どもの時からの読書習慣により、生涯にわたり読書により学んでいく力を養うことができる。また、その子どもが成長し親となっ
たときも、自身の子どもに同じような体験をさせようとするサイクルが生まれることで、読書による生涯学習の継続的なサイクルが
生まれることにつながる。

やや低い

低い高い

昨年度よりも出張おはなし会の依頼が増加しており、職員だけでは対応できない場合に協力してもらえ
る図書ボランティアの人材確保が必要である。読書活動や図書館利用の促進につなげるために、絵本
読み聞かせイベントや絵本作家の講演会を開催していく必要がある。

高い やや高い 低い

低い

該当なし

やや高い

低い

該当なし

該当なし

大村市の子どもの読書活動の推進のためには、子どもが本の楽しさやおもしろを知る機会を増やしていくことや、図書ボランティ
アを育成し活動することが必要である。

該当なし

図書館職員と図書ボランティアとが協働して出張おはなし会等を行うため、ボランティアの人材育成や備品の整備については、
市が主体的に行う必要がある。
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